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研究の概要
生活習慣病は、個人の生活習慣の改善により発症を抑制できる一方で、

健康的な生活習慣の改善や継続は容易ではない。生活習慣の改善のため、
自身の生活習慣病のリスクを正しく認識し健康意識の向上に務めるこ
とが非常に重要である。これまで、個人の生活習慣病の発症リスクの
推定を目指し、統計モデルや機械学習モデルを用いた様々な発症予測
モデルが開発されてきた。しかし、開発時に利用可能なデータ規模が
ボトルネックとなり、十分な精度や信頼性が得られず、本格的な社会
実装は困難を極めていた。こうした背景に対し、大阪府国民健康保険
の特定健診ビッグデータを活用し、糖尿病・高血圧・脂質異常症の3年
以内の発症確率を高精度で予測する AI の開発を目的として研究を実施
した。

 ▍ 研究の背景と結果
将来の生活習慣病の発症リスクを予測するモデルを開発するにあたっ

て、これまでの研究では、疾病の発症予測において古典的統計モデル
と機械学習を用いた AI モデルの予測精度の性能に差異はないと考えら
れており、発症リスクの予測に対する機械学習の有用性について十分
に解明されていなかった。その背景には、疾病の発症予測を精度良く
行うために不可欠となる大規模リアルワールドデータの入手や活用が
困難であったことから、機械学習モデルの能力を最大限に引き出すた
めのデータ数が不足していたという課題が挙げられる。我々の研究グルー
プでは、大阪府国保連合会および大阪府保険者協議会の協力が得られ
たことで、毎年60万人規模の特定健診ビッグデータを利用することが
可能となった。このうち、糖尿病歴の無い約28万人の国保被保険者を
解析対象とし、モデルの学習に利用する人数を変化させたときに糖尿
病発症の予測確率をどれほど正確に推定できるかを検証した。統計モ
デルには、従来より活用されてきたロジスティック回帰モデルを、機
械学習モデルには、ビッグデータを効率よく最大限に活かすため、モ
デルの柔軟性や学習速度に優れた勾配ブースティング決定木モデル

（LightGBM）を用いた。
図1に示すように、千人規模のデータではロジスティック回帰モデル

と LightGBM で予測精度にほとんど差がなかったものの、学習に利用
できる人数が増加するにつれて LightGBM の予測精度は向上し、1万
人規模のデータでは、LightGBM がロジスティック回帰の予測精度を
有意に上回った。これは、従来の小中規模のデータによる予測能の比
較では両モデルの性能にほとんど差がない一方で、ビッグデータの活
用に際しては機械学習モデルが統計モデルより優れていることを示し
ている。今日、医療機関や自治体が保有する大規模なリアルワールドデー
タの活用が注目を集めている。本研究は、これら医療ビッグデータ解
析における機械学習モデルの有用性を示した。

 ▍ 研究の意義と将来展望
本研究により、ビッグデータにおける機械学習の優位性が明らかと

なり、生活習慣病の発症確率を高精度で予測する AI モデルの開発に成
功した（図1）。現在は、本モデルを大阪府営のヘルスケアアプリ「ア
スマイル」に実装し、本アプリを通じて自身の生活習慣病の発症リス
クを知ることが可能となった（図2）。これまで、専門知識を持たない
住民が健診の項目値を正確に理解することは困難であったが、生活習
慣病の発症確率を提示することで、自身の健康意識の向上と自律的な
健康行動を促すための重要なツールとして活用されることが期待される。
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医療ビッグデータから生活習慣病発症リスクの
高精度予測を可能にする機械学習モデルの開発
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図1. 学習に使用したデータ数と AUC との関係．

図2. ヘルスケアアプリ「アスマイル」搭載の健康予測 AI．
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